
農 業
⽇本の農業は、こんなことに
挑戦しているよ！

農業者は、農産物を作る以外にも、加工や販売などにも挑戦しているよ！
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ちょう せん

加工・販売の取組例
はん ばい

よ

ちょうせん

農産物をそのまま売るよりも、
加⼯したり、レストランで提供す
ることで⾼い値段で売れるから、
農家の収⼊につながるんだよ。

ていきょう

日本の農林水産物・食品の輸出が増えています！日本の農林水産物・食品の輸出が増えています！
ゆしゅつ

＜農林水産物・食品の輸出額の移り変わり＞
ゆしゅつがく

お⽶やパックごはん、お⽶のお菓
⼦などの輸出にも⼒を⼊れています。
海外では、おにぎりも⼈気です。

ゆしゅつ

世界中の⼈が、⾷べ物を買ったりお店で⾷べたりす
る量は、これからどんどん増えると⾔われているよ。
⽇本⾷が好きな⼈が増えているから、⽇本の農林
⽔産物や⾷品を輸出するチャンスだね。

いちごを⽣産する農業者が
観光農園を開き、多くの外国
⼈旅⾏者を受け⼊れています。

かんこうのうえん

⽜乳を⽣産・販売している
会社が、ヨーグルトを開発し、
製造・販売しています。

はんばい

はんばいせいぞう

農業者や農業を行っている会社では、収入を上げるために、生産した農産物の加工、直売

所での販売や、観光農園、農家レストランの運営にも取り組んでいます。
はん ばい か ん こ う の う え ん

観光農園の取組例
かんこうのうえ ん

日本の農林水産物・食品の輸出額は毎年増え、2021年に初めて1兆円を超えました。海

外で日本食の人気が高まっており、日本食レストランも世界に広がっています。

ゆしゅつがく

米の輸出
ゆしゅつ

【関連ページ】
食料・農業・農村白書 第３章第４節→

【関連ページ】
食料・農業・農村白書 トピックス１→

資料：財務省「貿易統計」を基に作成

こ

1兆円を突破
とっぱ

ゆ し ゅ つ
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他ではまねのできない農林水産物や食品をつくっているよ！

⾃分の地域にはどんな伝統的な
農林⽔産物や⾷品があるか調べて
みよう︕ 地理的表⽰のGIマーク

ジーアイ

日本には、地域の伝統に育まれ、生産地の気候・風土・土などによって生み出された味や

形、香りなどをもつ農林水産物や食品がたくさんあります。また、このような産品を偽物

から守るために、地理的表示（GI）保護制度という仕組みもあります。
ジーアイ

にせ もの

ち いき

かお

ほ ご

ちいき

【関連ページ】
食料・農業・農村白書

第１章第５節→

だ て おんなやまだいこんあ わ お ど り

無⼈で動かせるトラクター

農作業を効率よく⾏うため
のスマートグラスアプリ

こうりつ

⾃動的にピーマンを収穫するロボット
しゅうかく

と

ロボットやICT（情報通信技術）の活用が進んでいるよ！ロボットやICT（情報通信技術）の活用が進んでいるよ！
アイシーティー じ ょ う ほ う つ う し ん ぎ じ ゅ つ

ふ た ん

農業で働く人は減少し、高齢化も進んでいます。そこで、農作業にロボットやICT（情報

通信技術）を使う「スマート農業」の技術開発やその実用化が進んでいます。

こうれいか ｱｲｼｰﾃｨｰ じょうほう

つうしんぎじゅつ ぎじゅつかいはつ

【関連ページ】
食料・農業・農村白書

第２章第８節→

農薬をまくこともできるドローン

がき
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スマート農業によって、農作業の効率が上がったり、農
業を始めたばかりの⼈でもたくさん収穫できたり、農作
業の負担が軽くなって、⼥性や⾼齢者でも働きやすく
なったりするんだ︕

こうれいしゃ

しゅうかく



少ない人数や時間でも農作業をやりやすくするために１つの畑や田んぼの面積を大き

くしたり、田んぼで野菜も作れるように整備したりしています。

めんせき

⾯積を⼤きくすると、⼤きなトラク
ターを使えるから農作業の時間を
減らせるよ。

めんせき

＜1つの田んぼの面積を大きくした例＞
めんせき

取⽔ぜき

農業⽤ダム

農業⽤⽤⽔路

しゅすい

⼩さな⽥んぼの集まり

⼩さな⽥んぼを
まとめる

整備した⼤きな⽥んぼ

⽔はけを
よくする

お⽶を作っている⽥んぼ

野菜を作れるようになった！

効率の良い農業や需要に合った作物を作るために農地を改良しているよ！

＜野菜を作れるようにした例＞

農業⽤の⽔路をつなげると⽉まで⾏ける⻑さになるなんて、びっくりだね。
でも、多くの⽔路や、せき・ポンプ場などの施設は古くなっていて、近い将来、修理が必要なんだ。

農業には⽔が⽋かせません。特に稲作には⼤量の
⽔が必要です。そのためには、⽔を貯める施設や遠
くまで⽔を運ぶ⽔路などが必要です。これらの施設
は、⼤昔から⻑い期間をかけて整備され、農業者が
中⼼となって守ってきました。

現在でも、農業⽤に⽔を貯めるダムや川をせき⽌
めて⽔をとるための取⽔ぜき（頭⾸⼯とも⾔うよ）
が多くの地域にあります。また、農業⽤の⽔路は、
⼩さなものまで含めると約40万キロメートル以上
も整備されており、これは地球と⽉の距離（約38.4
万キロメートル）を超えます。

みなさんが、川だと思っている⽔路も、もしかし
たら、⾷べ物を作るための⼤事な⽔を運ぶ農業⽤の
⽔路かもしれませんね。

農業⽤排⽔路
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お⽶の消費量は減っているから、
新鮮な野菜や外国から輸⼊している
穀物を⽇本でたくさん作れるように
なると安⼼だね。

こくもつ

〜現代に受け継がれる農業⽔利施設〜
の う ぎ ょ う す い り し せ つ

し せ つ

し せ つ

た

じ ゅ よ う

しゅすい

た

と う し ゅ こ う


